
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ● 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

・令和６年度中に在宅酸素療法（ＨＯＴ）患者及び透析患者の災害医療体制を整備予定。
・各医療機関に設置した衛星携帯電話を使用する訓練を実施予定。

来年度以降の方
向性

・令和６年度中に構築する在宅酸素療法（ＨＯＴ）患者及び透析患者の災害医療体制について、令和７年度以降、市民等への周知、関係者の教
育・訓練等を実施していく。
・令和６年度に引き続き、各医療機関に設置した衛星携帯電話を使用する訓練を実施する。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定 令和8年度予定

令和8年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定

0 0 0 165 304 304

↓

アウトカム
成果指標1

災害時に受入可能なHOT患者数 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定 令和8年度予定

令和8年度予定

0 0 0 22 32 32

人工

指標

アウトプット
活動指標1

災害時に在宅酸素療法（HOT）患者を受入可能な施設数 という活動、業務を行うことで

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定

0.8 人工

令和6年度予算額 7,300 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 1.2

正規職員業務量 0.8 人工

令和5年度決算額 6,263 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0.9 人工

令和5年度予算額 13,000 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

在宅酸素療法（ＨＯＴ）患者や透析患者など医療的な支援が必要な方も含め、誰一人として取り残すことなく人命を守るため、
全ての市民が災害時に必要な医療を受けられる体制を整備する。

他都市の状況

横浜市では、医療機関のほか、地元町内会や警察など多数の機関と合同で災害医療訓練を実施している。
宮城県登米市では、災害時における在宅酸素患者に対する医療体制が整備されている。
東京都では、災害時における透析医療連携体制が構築されている。

市民参加の実施

令和4年度決算額 5,583 千円 うち特定財源 0

施策名 災害時や感染症の感染拡大時においても、誰もが安心して医療や介

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社
会的課題）

平成１８年度に事業を創設し、医師会が実施する災害訓練や研修への補助を実施しているが、行政との連携等に課題があっ
たため、災害時に重症の傷病者に対して緊急手術等の必要な医療を提供する「災害時基幹病院」を指定（１６施設）し、災害時
の医療体制を整備している。
また、平成３０年にガス爆発事故が発生した際に患者が一部の医療機関に集中するなど混乱が生じたため体制整備が必要
（新たな課題や社会的ニーズ）
年々、在宅酸素・透析患者数は増加しており、災害時における患者の受入体制が必要

事業内容
（何を実施し）

①ＨＯＴｓ・透析体制整備
・災害医療体制検討小委員会（計３回開催）において、在宅酸素療法（ＨＯＴ）患者及び透析患者の受入体制の整備の方向性
を確認
・ＨＯＴステーション等の需要把握のため、区ごとのＨＯＴ患者数の調査を実施（市内累計約１，７００人）
②災害時医療救護活動研修
・札幌市医師会が実施する災害時医療救護活動にかかる研修への補助を実施
・救命処置に関する講習会として１０月と２月に開催し、受講者数は延べ４０名
③衛星携帯電話
・災害発生時における通信手段として、災害時基幹病院１６箇所、札幌市医師会及び札幌市保健所に衛生携帯電話の配備

事業名 災害医療体制整備費

評価担当課 所   属 保）ウェルネス　医療政策課 電話番号 011-211-3517

事業評価調書

年度 令和5年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 25389


